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宅喜子第 1章緒 員
生体が外部環境の変化に応じてどのような反応を
示すかは興味ある問題である。その生体の反応は一
つの適応現象として現われ，生体の機能を正常に維
持しようとしている。それは第ーに神経系，殊Iζ自
律神経系，次いで内分泌系の調節的な関与を介して
実現する。
外環境殊に委節的変動に対して生理的な人体機能
がどのように適応し，その現われとして生体の各構 
成成分がし、かなる変動を示すかについてはこれまで
内外とも多数の報告がある。
すでに 19世紀において ClaudeBernardは細胞
がその機能を健常に保つためには内部環境を正常に
保たねばならぬことを指摘している。
日本のように四季が明瞭に現われる気候地帯にお
けるこの方面の研究は甚だ興味深いものがある。我
が国では昭和 27年文部省科学研究医学関係総合研
究季節生理班によって体温調節を中心とする人体諸
機能の季節変動について追究され，各研究担当者か
〉，(2，原島ωらその成果が報告せられているが，吉村 
鳥居ω，黒田(ベ田坂(5)等各氏のは何れも成人民つ
いてであり，その結果は必ずしも一定していない。
私も季節変動が人体の諸機能，殊に血液諸成分に
対して如何なる影響を及ぼすかに興味を抱き，健康
(8) 好中球百分率の季節的変動 
(9 ) リンパ球百分率の季節的変動
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第4章総括並びに考按 

第5章結 論

文献
小児男女を対象としてこの研究を進めた。
小児期における血清電解質の季節変動として測定
されているものは Caについては多く， Bakwin∞ 
その他(7)-(15)多数があるが， その他の電解質につい
ては比較的少ない。 Naについては児玉(16)，K につ
についK〉，叉赤血球内16X17〉〈(9その他4)いては吉矢(1 
ては渡辺(18)(成人)， 血液水分量については黒田(19)
他(20)(21)(22)の報告があるが，その成績はまちまちで
ある。
小児期における白血球数及び白血球像の季節的変
動を測定している者に吉矢〈凶，堀田(17)等の成績が
ある。
私は同ーの生活環境にあり，団体生活を営んでい
る児童施設の小児 32名について逐月 13カ月にわた
って血球容積率，血清 Na，K，Ca，赤血球内 K及
び白血球数，白血球像の測定を行い，季節的変動並
びに年令的差異について一定の結果を得たのでここ
に報告する。
尚本邦において等しい環境にある一定数の同一児
について年聞を通じ継続的に逐月測定し，季節的変
動を論じたものは未だ見あたらない。
第2章検査対象及び検査方法
検査対象は 3才から 11才までの健康小児 32名で
ある(表 1)。年令範囲は幼児期 (3~5 才 )4 名，学
崎守口仁1 
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表1.検査対象 の場合，検査前日に特別の試験食を与えたことはな
血 かった。衣服は時服とした。
液 検査期間は昭和 33年 2月より昭和 34年 2月迄の
13カ月間であった。同期間中各月 12--32例の児童
について年間 277回 --390回血球容績率，血清 Na， 
K，Ca，及び赤血球内 Kの測定を行った。叉白血球
数及び白血球像については同期間に 369回及び 346
回の測定を行った。測定は同一人について毎月成可
く同旬聞に行い，採血は可及的短時間に行い且つ採
童前期 (6~8 才) 16名，学童後期 12名である。 血時間は夕食前の空腹時にするように努めた。
検査対象の環境並びに生活様式 測定方法について
検査対象はすべて児童施設(東京都保田児童福祉
血球容積率(ヘマトクリット値:以下 Htと略す
園)の児童であって，季節変化によ.る小児特有な生
る)は Wintrobe氏法(23)により測定した。 Na及ぴ 
Kは焔光光度計を用いて測定した(24)-(34)。尚赤血
活状態の変化はあるが，根本的な環境や生活様式lζ
は差がなく，所定の生活日課や時間表が守られてし1 球内Kは次の式により算出した。
る。
即ち，赤血球内K濃度
一全血K-血清Kx(l-Ht)mEqjL叉食餌は施設において栄養士が献立調理した季節 Ht 
のものであって，カロリー，蛋白，ビタミン量等す マトクリット値グ
べて適当なものであり，表 21ζ示す通りである。私
但し， Htは 唱ハハ 1 とした。
表2. 月別栄養摂取量(1人 1日当，平均年令 9才)
ぺ脂肪luシ| 鉄 1ピTン「も:ンi蛋白質 ウム ピも;ン「なン月 |熱量|蛋白質
Img ImgU. 1. g g mg mg Imgcal I g 
平均I1鰍 I7.20 I29.6 Iω!捌 1 1 I I15 I17.4 山 3.20 1.
年令[熟最|蛋白質
cal g 
霊2i脂肪 g g I~:g~ I 鉄 |ピすmg mg 1.U. I mg ン|ピ γ1 ン「もミン I mg 1 mg 1;
3--5 
6--8 
9--11 
12--14 
1836 
1917 
1998 
2232 
65.6 
68.8 
72.0 
78.2 
26.8 32.8 
27.7 33.6 
29.6 34.3 
32.4 35.8 
988 16.8 
991 17.2 
994 17.4 
1000 18.0 
5407 3.16 
5410 3.18 
5413 3.20 
5419 3.24 
1.1 95 
1.13 95 
1.15 95 
1.19 95 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
1 
2 
3 
2098 
2053 
1998 
2006 
2049 
2009 
2005 
2100 
2098 
1970 
1828 
1999 
1865 
1902 
72.2 
75.4 
69.7 
76.4 
67.4 
69.1 
66.5 
75.2 
75.7 
73.3 
71.2 
70.9 
66.4 
78.4 
24.3 
29.7 
26.0 
31.1 
23.2 
28.9 
25.2 
36.0 
30.4 
32.1 
31.8 
31.7 
33.2 
31.4 
38.9 
44.1 
36.8 
29.6 
31.6 
40.0 
36.5 
33.6 
41.0 
33.7 
27.3 
25.7 
29.8 
31.3 
1001 
1077 
1035 
1016 
993 
938 
965 
1007 
955 
976 
938 
972 
1033 
1010 
13.8 
15.3 
16.5 
18.2 
19.3 
17.6 
16.8 
20.0 
18.8 
17.3 
15.9 
19.4 
18.6 
16.2 
4340 
5366 
4397 
3826 
4547 
4630 
5276 
4854 
3272 
7457 
9086 
6396 
5465 
6689 
3.07 
2.78 
3.16 
3.23 
3.28 
3.09 
3.33 
3.04 
3.26 
3.10 
3.33 
3.61 
3.24 
3.36 
1.12 
1.13 
ι1.18 
1.00 
1.08 
1.23 
1.15 
1.21 
1.13 
1.16 
1.31 
1.24 
1.01 
1.18 
55 
68 
75 
61 
83 
89 
92 
79 
57 
86 
155 
191 
103 
135 
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Caは Sobel法(35)(23)によった。 白血球数は型の如く計測しく23う白血球像百分率は
図1. 平均気温及び湿度(於東京) ギームザ塗抹標本において算出したく23)。
参考までに検査期間中の東京都の気温及び湿度を
包%1 一一般友 示すと表 3，図 1のようであり， 各月平均気温は 8
タ0101 へ ー--j~豆長
月が最高であり， 1月が最低であった。湿度は 7月
が最も高く， 1 月が最も低い。梅雨期は 6~7月の交
であった。2tJ 
第 3章検査成績
第 1節季節的変動について/060 
( 1 ) 血球容積率の季節的変動(表4，図 2)
冬季に高く，夏季に低い比較的緩かな変動曲線を
示す。年間実測値 25.0~49.5%，年間平均値 34.54::1::
之ラ4-5 6 17c:f~/0///.孟 /2 ラ ~FI 0.18%であって，最高値 (11月及び 1月， 36.3%)急ラ 11:.待毎 斤均等
高U134"t6マI7 /0/1 /.之 /2.3宇 と最低値 (7月 32.0%)である。推計学的に検討す{
湿tl.00 1 6.0 碑1主~IIP>>:I 瑠:2{，f2}1/b/(/ ~習y-2tf.7/f} ると 11月と 7月及び 1月と 7月は危険率 1%以下'5f~ %116t2/，.る 61Y6Jり?'1."， ~yl.{，.{-62加 l:bO2
で有意の差がある。
表 4. 血球容積率の季節的変動 
暦月 21 3 I 4 1 5 I 6 1 7 1 8 I 9 I 10 I 11 ¥12--'--1 
例数 56 I 32 I 31 1 31 I 32 I 31 I 32 1 24 1 31 1却 I28 I沼 
38.0 39.6 40.240.0 34.9 49.539.539.2ド113旦O 
36.3 41.4 40.041.0 40.5 38.5 1 39.3 1 40.6 36.8 40.7 I40.239.7 
27.8 29.026.1 28.3 30.1 29.0男
最小値
27.0 I30.3 28.5 29.528.1 I31.2 28.1 27.0 30.1 I27.2 31.6 33.0女
34.8 34.6 33.3 34.8 33.4 32.0 i 32.9 34.834.4 36.3全
34.7 32.4 33.234.7 36.5 32.8 32.2 34.6 I36.3 34.334.0 35.9平均値 男
34.4 34.4女 35.4 32.7 34.0 31.8 36.3 I36.1 35.3 36.832.5 I35.0 
標準偏差 j3.32 I 2.66 I 2.88 I 2.82 1 3.32 1 2.71 1 2.65 I 3.16 I 4.36) 4.00 J 3.87 1 5.00 
年間総平均値 34.54，年間標準偏差 3.46，年間平均偏差土 0.18(%) 
暦月 2131 415¥ 6I 7 I " 8 I 9 I 10 111 ¥ 12~----"1 
例数 54 ¥ 32 ¥ 31 1 30 I 32 I 29 1泣 I21 I 29 ¥ 28 1 25 I 28 
男 1品 O附則叫銘2 I 川町叩154.0 1145.0 1147.8 1166.0
最大値
女 149.01144.0 1148.0 1140.0 1140.0 1170.0 1140.0 1145.0 1158.0 1158.0 !154.0 1154.0 
男 120.0 120.0 125.0 133.2 101.0 101.0 120.0 
最小値
120.0 123.0 I130.0 114.2 122.5 120.0 105.5女 125.0 120.0 I120.0 1110.0 125.0 
137.2 則一132.2 I133.8附則 132.7剛山 139.6 問全 
136.4 141.8 1133.2 1133.0 1134.1 1138.5 1122.3 1130.41140.2 1147.9 1137.9 1137.1平均値 男 
139.7女 137.4 I135.6 1131.1 1133.41138.7 1122.9 1135.6 1135.7 1129.5 1141.5 1140.6 
6)7.001301ωI13.州341 2210.21.41 "71 6.561 6.48[ 7.35] 10.82標準偏差 11. 10.24 
年間総平均値 135.68，年間標準偏差 10.86，年間平均偏差::1::0.56 (mEqjL) 
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血清 図 2. 季節的変動 I (2 ) 血清Na濃度の季節的変動(表5，図 2)

a

上昇するK月急速托低下し，その他の季節8夏季	 
.N}仁 
守附
大きい変動曲線を示すが， 7月は高い。年間実測値 
101.0--170.0 mEq/L，年間平均値 135.68:t0.56mEq ca 
lf;. 
K 
/Lであって，最高値3月 139.7mEqjLと最低値8
// 月 122.6mEq/Lで最高，最低は危険率 1%以下で
有意の差がある。 
ラA (3) 血清 K濃度の季節的変動(表6，図 2)
/0 血清 Naの変動曲線と略々平行し，冬季より春季
にかけて増加し夏季8月に急激比減少し，初秋より
再び急lζ増加する変動を示す。年間実測値2.0--6.5 
mEqjL，年間平均値3.93:1:0.04mEqjL，最高は 2
K	 月 4.33mEqjL，最低は 8月 3.21mEqjLである。
最高最低は危険率 1%以下で有意の差が認められ
る。 
血統 
q/DO70
(4) 赤血球内K濃度の季節的変動(表7，図 2)
春5月lζ低く，夏7月に高く，又秋 11月l乙低くな
り，冬 1月比高くなる年間 2周期型の比較的規則的
ユラ斗与るマrマ/0///2/fif . 
表 6. 血清 K濃度の季節的変動 
暦月 2-13 1 4 1 5 1 -6 1 7 1 8_r9 1 10 111112! 1 
例数 52 1 32 1 31 1 30 1 29 -1 27 1 32 I21 1 20 1 29 I25 I24 
5.00 
最大値
女 5.35 4.85 
3.40 
最小値
女 3.30 3.00 
4.33 3.99全 
4.26 3.99平均値 男 
4.39 3.99女 
4.45 5~00 
4.45 4.50 
3.553.00 
3.30 3.85 
3.56 4.15 
4.153.52 
3.60 4.15 
4.45 
5.80 
2.90 
3.00 
3.91 
3.85 
4.10 
5.65 1 5.00 
3.05 
3.55 
2.25 
2.50 
4.12 
4.40 
3.90 
3.21 
3.07 
3.36 
4.45 4.20 
4.75 5.65 
2.90 1 3.05 
3.77 3.72 
3.72 3.52 
3.85 3.87 
5.35 
6.50 5.35 1 5.30 
2.25 3.30 3.05 
3.30 3.05 3.15 
3.93 4.03 4.24 
3.72 4.00 4.27 
4.18 4.21 4.21 
標準偏差 1 0.70 I0必 1-0.58 I0.47 1 0.60 1 0.63 1 0.37 1 0.57 I0.84 1 0.76 1 0.69 1 0.86 
年間総平均値 3.93，年間標準偏差0.72，年間平均偏差土 0.04(mEqjL) 
表 7. 赤血球内 K濃度の季節的変動 
1 1 1:1-31 4 5 1 7 I 8 I 9 j10	月暦 1 I 6 	 1 12 
32 I31 -) 31 I27 I26 / 31 I20 1 17 -1 28 I19Ou 数 19 
男 123.16 112.46 101.86 119.46 113.99 136.891111.03 118.14 164.33 
最大値
女 129.57 112.07 124.60 101.74 117.55 160.861105.78 118.76i 103.971 89.29 110.72 147.06 
男 77.55 51.15 77.70 56.98 72.83 75.46 72.84 57.61 62.46 92.69 
最小値
女 75.83 75.14 75.42 55.75 75.29 74.15 59.29 63.69 62.20 61.08 69.56 
全 100.69 95.17 95.47 81.25 97.50 106.06 92.25 93.68 86.88 76.03 82.01 113.58 
平均値 男 101.84 93.93 95.39 81.47 101.16 105.38 90.85 97.34 89.69 76.83 84.43 117.92 
女 99.34 9632 95.58 81.00 94.64 106;73 93.94 89.16 84.94 71.10 78.68 109.68 
標準偏差 1 15.62)附 l附 I23.09/ 17.661 22.651戸04119.62/ 18.76/ 26.501 24.721 26.68 
年間総平均値 93.71，年間標準偏差 19.31，年間平均偏差士1.06(mEqjL) 
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表 8. 血清 Ca濃度の季節的変動 
暦月 213-1-4-1-5~1~6-1 7l~8 I9 I 10 1 11 I 12 I 1 
つ氏 
例数 54 1 12 1 18 1 25 I 14 I 18 I 13 1 22 I 25 1 25 I 24 _ i 27 
11.210.911.3 10.6 11.2 11.1 10.8 11.011.1 11.0男 
最大値
11.211.1 10.8 11.111.0 11.2 11.0 10.9 I11.0 10.911.1 10.8女 
9.28.9 9.2 9.59.0 9.8 9.6 9.4 9.6 8.9男 
最小値
8.78.88.9 9.0 8.9 8.9 9.6 9.29.0 8.8 9.0 9.4女 
10.2 10.19.8 9.9 10.1 10.3 10.1 10.1 9.910.2全 
9.8 10.4 10.29.7 9.8 i 9.9 10.3 10.4 10.2 10.2 9.910.4平均値 男 
10.19.8 10.1 10.0 10.0 10.010.0 I10.4 9.9 9.8 10.3 10.0女 
Ud0オ0.681 ヮ “円AU i0.621 0白I AUI 0.6臼31 0.71) 0.621 0.651 0.561 0町標準偏差 
年間総平均値 10.0ω2，年間標準偏差 0.63，年間平均偏差:t0.04 (mEqjL) 
表 9. 白血球総数の季節的変動
噌 
“っ 
qL inud
13，400111，800 
麿月 121314151 61 7 I 81 9 I 10 1 11 
I 28 I 29 I53 Iロ 1-32 I 31 1 31 I 29 I 23 吋一3吋「叶 卜 8001;;矧刻1:女男引l卜川日叶吋300j16…畑竹， 700: 12i， 00110，「U1， 800113， 200113，4 ウ4
12 
I 25 例数 
大最値 20「卜却捌叫刻 10ω~018 81 2 200， ， 曲「 700: …訓
附仰吋9， l200[ 10， 9，800112，300 
男 1:醐 6:割削 5:訓5，.十0曲 叩訓 5岨O 53oD0q 14，醐
最小値 女 5，0001 6，200j 4，4001 4，401 4，2001 3，8001 5，0001 4，800) 6，200) 6，000 5，100! 5，000 
全
7，5711 8，9351 8，5351 8，7131 7，9251 7，1201 6，9171 8，133: 7，8191 8，471 S，350j 7，329平均値 男 
女 7，520[ 8 ，720 [ 8，700[ 8，0731 7，6001 7，200[ 7，1091 7，292i 8，4831 7，9671 6，9001 7，692 
標準偏差 1 18.331 24.561 23.69¥ 23.131 21.171 19.801 16.001 14村山¥18州21.35121.31 
年間総平均値 7，900，年間標準偏差 20.07，年間平均偏差士1.04
季節的変動E 
な変動を示す。年間実測値 5L15~164.33 mEqjL。
年間平均値 93.71士1.06mEqjL。最高は 1月 113.58 ν 
mEqjL，最低は 11月 76.03mEqjLである。最高
最低月及び 7月と 5月は夫々危険率 1%以下で有意 Ly 
の差がある。 リ好 今0 
(5 ) 血清 Ca濃度の季節的変動(表 8，図 2) ン 先P

夏季Iζ柏々増加し冬季lζ精々減少する極めて軽度 中

ノマ 4もな変動曲線をみる。年間実測値8.7--11.3 mgjdl。
球球 N年間平均値10.02土0.04mgjdl。最高値8月 10.3mg 与i十 
jdlと最低値4月 9.8mgjdlである。推計学的に最 (%) 
高最低値は危険率 5%以下で有意の差がある。 
42 
lfO 
う0
E 
(6) 白血球数の季節的変動(表9，図 3) 好 
夏季に低下し，春秋に上昇する規則的な変動曲線 酸
を示す。年間実測値 1mm3中3，800--16，800。年間 球
平均値7，900士1.04。最高 3月 8834，最低8月 7009。 (%) ユρ
最高最低は推計学的に検討すると危険率 1%以下で
有意の差がある。 円/.2101//iう2
第 6号 石橋: 同一環境に於ける小児の血液成分の季節的変動に関する研究 -2651-
( 7) 好酸球百分率の季節的変動(表 10，図 3) であり，一定の変動傾向を示さない。!年間実測値O
春から夏にかけて上昇し，秋K低下し， 11月再び --11%。年間平均値3.3土 0.14%。最高 11月4.2%
上昇するが冬は低くなる。年聞を通じ増減まちまち 最低2月2.3%。最高最低は危険率 1%以下で有意
表 10. 好酸球の季節的変動 
~ I~ /aI~ IV I ~ I~ 1~ 1~ 
ioo
ワ白
ワ白ウ 
4 
1A
つ 臼
男 11 10 7 10 11 7 10 7 9 10 7 7 
最大値
女 8 6 9 8 9 10 8 7 11 10 5 7 
男 。。。。。 1 1 。。 1 。。
最小値
女 。。 2 。。。 1 。。 2 。。
全 2.3 3.3 3.2 4.0 4.0 3.3 4.0 3.3 4.2 2.7 3.1 
平均値 男 2.5 3.7 3.0 4.4 4.5 3.6 4.0 3.0 3.2 4.4 2.8 3.0 
女 2.0 2.8 3.6 3.5 3.4 3.7 4.0 1.8 3.3 3.9 2.6 3.4 
標準偏差 2.74) 2.471 2.141 2.561 3.161 2.341 2.261 2.64) 2.741 2.551 2.36) 2.05 
3ト可 5 1 6 1 7 1 8 I9 1 10 I11 唱
ーー
年間総平均値 3.3，年間標準偏差 2.54，年間平均偏差士 0.14(%) 
表 11. 好中球の季節的変動
10 1. 2 [ 3') 4 1 5 1 6 I7 1 8 I9月暦 I
I 

I
I 

11 1 12 1 
仔ij 数 151 [28 ) 28 ) 26 1 ~9 ) 27 I22 [23 1 28 29 27 28I
6567 64 59 62 59 6361 62男 
最大値
63 69 57 61 68、58 55 6275 69女 
36 22 36 27 23 2729 24 20 1428男 
‘最小値
26 1926 31 25 33 14 26 29 38 24女 
46.8 45.248.0 48.0 49.0 44.9 49.3 41.5 47.0 43.9 44.945.5全 
46.4 47.5 42.3 49.2 42.8 46.3 46.647.4 50.0 43.7 47.8 42.5男平均値
48.8 46.0 47.7 49.5 43.9 47.7 44.249.7 47.7 40.0 42.3 46.8女 
標準偏差 lω1 13.891 15.621 12.571 1.401 13.341 1.361 12州14.831 10.391 11.22[ 13.42 
年間総平均値 46.4，年間標準偏差 12.77，年間平均偏差土 0.69(%) 
表 12. リンパ球の季節的変動
暦 月 2[ 3 1 4 I5 1 6 1 7 1 8 I9 1 10 1 11 
例 数 51 [28 1 28 1 26 I29 1 27 1 22 1 23 1 28 1 29 
男 68 72 69 61 72 62 69 70 68 74 66 80 
最大値
女 67 65 66 67 71 58 73 74 70 62 68 79 
男 28 42 18 19 37 31 30 26 23 30 29 31 
最小値
女 35 22 20 35 32 13 35 42 35 33 38 26 
全 47.4 45.8 44.4 47.6 49.3 45.1 52.8 50.6 48.2 50.2 50.3 50.9 
平均値 男 48.0 46.5 45.5 46.5 52;1 45.5 52.5 49.3 48.8 50.2 47.7 52.6 
女 46.9 45.1 42.8 48.6 46.4 44.6 53.2 51.9 47.5 50.2 54.2 48.1 
標準偏差 ) 9.591 1.451 12.73) 10.821 10.30/ 11.45/11.531附)12.12) 9.64/ 10.001 13.27 
年間総平均値 48.4，年間標準偏差 11.05，年間平均偏差::t0.59 (%) 
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の差がある。 
(8) 好中球百分率の季節的変動(表 11，図 3)
春から夏にかけで減少し冬から春にかけて再び増
加するが，その間 7 月は高 ~'o 即ち春秋増加，夏季
減少の変動を示す。年間実測値 14--77%。年間平均
値 46.4士 0.69%。最高7月 49.3%最低8月 41.5%。
最高最低は危険率5%以下で、有意の差がある。 
(9) リンパ球百分率の季節的変動(表 12，図 3)
リンパ球の態度は好中球とは季節的l乙相反し，全
く対照的な変動曲線を示す。即ち春から夏にかけて
増加し，秋減少，秋から冬にかけて増加の傾向を示
す。但し 7月は減少している。夏季増加，春秋減少
の変動を示す。年間実測値 13--80%。年間平均値 
48.4士0.59%。最高8月 52.8%，最低 4月 44.4%で
あり，最高最低は危険率 5%以下で有意の差があ
る。
第 2節年令的差異について 
( 1 ) 血球容積率の年令的差異(表 13，図的
表 13. 血球容積率の分布
血球容積率 (Ht) (%) 
--281ル29ω~i31却 却山担…払ド 
6J
一 3)
一 1)
一 
0 
4
引 一 一弓)I I (芸ι	 27古弱 空竺型1O3d;h(1~恥)パ|ふ 〉パ~~) 1¥;)パ|よ 1 1空 
バ;L)川 ぷ上じ工l;4)話酌Icf)パ!配l;L!む 
3--5 幼児期 1 1 
l
「?:包

(TfkIfL3g m
学童前期 I6--8 I 
5M一 
一9
竺
存払?弘Ll一孟剥(izhl!i?L包むJ;目工パ 
ι3ふ:L)| ( iz配;L)パ|( 雪芯]竺2』型!i包主竺里空
I
I 

♂一二(ふ;い〉バ|( i 話急〉詰配;色)バId;L

6
'1 27 
川一 
学童後期 I9--11 I 
瓦I3 い可干 l I I
80 1 49 38 I i空包
総人員 i 70 
I18 I
百分率制 1 100 4 J 8 ，21' 1 12 1 10 1 
図 4. 血球容積率の分布 満 3jより満l1jまでの正常小児 32名
ヌフ 八 ーー総人質 につき 390回のへマトクリット値の総平
% ¥ 。一一刊か1尾羽 均は 34.54士 0.18%であった。これを各
¥ 口一一口吟初期 小児期応分けてみると表 13の如く，幼児
込込企---f).吟銘倒
期は 27.0 ~39.8% 平均 33.00 士 0 .4 1% ，
ち‘
学童前期は 25.0--49.5%平均 34.08士 
、Z主 0.24%，学童後期は 26.1--42.4%，平均 
35.40士1.24%であって幼若児程僅かに
}O 	 少ない傾向があり，学童後期，学童前期，
幼児期のJI買K低下する。推計学的に乙れ
らを検討すると各期聞に危険率 1%以下
で有意の差を認めた。次にへマトクリッ
ト値に従って例数を分類し分布をみれば
表 13，図 41<::示す如く，最高 49.5%最低
表 14. 血清 Na濃度の分布
幼児期 I 3--5 1 
学童前期 1 6--8 I 
学童後期!日|
総人三7
百分率仰 I100 
第 6号 石橋: 同一環境に於ける小児の血液成分の季節的変動に関する研究 -6253~ 
25.0% Kて 78% は 31~38% の間にあ
る。刃 
( 2) 血清 Na濃度の年令的差異 % 
(表 14，図 5)

正常小児 371回の総平均は 135.68士
 
0.56 mEqjLであった。これを各期l乙
20 
分けてみると表 14の如く幼児期では 
110.0 ~148.5 mEqjL平均 132.24士 
1.82 mEq/L，学童前期では 101.0 ~ JO 
166.0mEqjL平均 136.18:!.:0.76 mEq 
jL，学童後期では 101.0~170.0 mEqj 
L平均 136.11士0.9mEqjLであった。
学童前期，学童後期，幼児期のJI債に
値が少しく減少する。これらを推計学
表 15. 血清 K濃度の分布 
学童後期 I9~11 2 (1) 

総人員 91 73 

百分率(%) 1 26 21 
的K検討すると学童前期と幼児期の間 図 6. 血清 K濃度の分布
には危険率 1%以下で有意の差を認め
括的 
必
wム
whwmw
次に之を更に測定値比従い例数を分
類すれば表 14，図5の如く最高 170.0 
mEqjL，最低 101.0mEqjLであって， 
88% は 125~154 mEq jLの間にある。 
( 3) 血清K濃度の年令的差異(表 
15，図 6)

3~11 jの 352回の総平均は 3.93士
 
0.04mEqjLであった。 これを各年令 }O 
期l乙分けてみると表 15の如く，幼児
期は 2.5~5.7 mEqjL平均 3.81士 0.11 
mEqjL，学童前期は 2.25~5.65 mEq 
jL平均 3.92:!.:0.06 mEqjL，学童後期は 2，00~6.5
mEqjL平均 4.01:!.:0.06 mEqjLであって年長児程
実測値が僅かながら高くなる。推計学的にこれらを
検討するよ最高最低期の学童後期と幼児期の問には
るが，他の年令期間相互の聞には有意
の差は認めない。
日目噌総人員 
←--0 #.J~定期
トー『吟新潮
々ー叫線後期 
(側f;/A) 
危険率 1%以下で有意の差を認めるが他の期聞には 
有意の差を認めない。次に血清K濃度の実測値K従
つて例数を分類すると表 15，図 6の如く最高 6.5最
低 2.0mEqjL Kて98%は 2.;:>-5.4mEq/Lの間lこ 
，
b 
r 
r 
r ，
令、
-窓会員
口鶴
-2654ー 千葉医学会雑誌 第35巻
ある。 後期が最も低い値を示している。乙れらを推計学的ι 
(4) 赤血球内K濃度の年令的差異(表 16，図 7) I乙検討すると幼児期と学童後期，学童前期と同後期 
3--11 jの正常小児 333回の総平均は 93.71 :t1.06 の聞には危険率 1%以下で有意の差を認めるが，幼 
mEq(Lであった。これを各期に分けてみると表 16 児期と学童前期の聞には有意の差を認めない。次に
の如く幼児期では 56.98--118.8 mEq(L平均 96.40 これを実測値に従って分類すると表 16，図 7の如く 
:t2.74mEq/L，学童前期 51.15--160.86mEq(L平 最高最低 51.15--164.33mEq/Lであって 74%は75
均 96.19士1.54mEq/L，学童後期 55.75--164.33 --114mEq/Lの聞にある。 
mEq/L平均 90.03士1.70mEqjLであった。 (5) 血清 Ca濃度の年令的差異〈表 17，図 8)
I 
I 

幼児期及び学童前期の聞には殆ど差がなく，学童 3--11 jの小児 277回の総平均 10.02主 0.04mg/dl
表 16. 赤血球内 K濃度の分布 
l 赤血球内 K 濃度 (mEqjL)
1 ~ = I105--1 .^I.，，~II.....~.. ~~I ~. I年令範囲|例数~.
1 --64 165--74175--84185--94195--1041 -'-vi14 1115--1範囲|平均値 
1... ~ 40 2 1 5 I 3 1 7 I 5 I 14 I 4 1 56.98--I96.40 
幼児期 I 3~ 5 1(I %~) (5) I (12) I (8) 1 (17) I (13) I (35) I (1O) I~-ïi8.81 士2.74 
I
I 

".~~ ~1. 
I 
I 
I~ I 158 1 5 I 11 1 27 35 1 36 I 20 I 24 1 51.15--I96.19r> 
学童前期 I 6~8It%)1 (2) I (8)I cl7) I (2) I c23) I (3)l (15) I ~~i60.861 士1.54 
I" .1 I 135ー  5 1 17 I 38~1-3-3-1-ー21 8 I 13 1 55.75--I90.03 
1
I

学童後期 I 9~11 I t%~) (4) I ci3) 1 c28) I (24) I ci5) I (6) I cio) I ~~i64.331 ~-;tï.70 
".. I ~n 1 ~~ 1 
ぉ 
1 
1 
68: 75 42 
10 20 22 13 
総人員 I333 I12 i ~n .n 1 
I 

I 
I 

I . 1 
41 
13 
1 93.71 
1 62 .士1.06
百分率 ωI100 I3 I19 
学童前期 8 
学童後期 1 
総 人 員
百分率(%) 
く?ラ~71土人。ι 、 (制Egん)
図 7. 血球内 K濃度の分布
ラQ
ヲ
20 
10 
であった。これを各年令期lζ分けてみ
ると表 17の如く幼児期は 9.2--11.0 
mg/dl平均 10.03士 0.09mgjdl，学童
前期は 8.7 ~ 11.2 mg/dl平均 10.09士 
0.06 mgjdl，学童後期は 8.8~l1.3mg 
jdl平均 10.03:t0.04mlj dlであって，
各期間はかすかな差であり，幼児期と
学童後期は平均値が一致している。
推計学的にこれらを検討すると各年
令期閣には全く有意の差を認めない。
次に血清 Ca濃度の実測値に従って例
数を分類し分布をみると表 17，図 8の
如くであり，最高 11.3mg/dl，最低 
8.7 mg/dlであって 86%は9.0--10.9 
20 
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図 8.
 最低月の 10月及び 3月は推計学的に
有意の差があるが，実測値最高最低の 
8月， 2月の変動係数には有意の差が
協鱗 

持
柿 一 一 一 一 ふ 、
ラ0 ない。血球 Kは11.13--34.85%年間 
20.61%であり，各電解質中 CV最大
である。即ち血清Kと共に最もバラツ
キが多く変動しやすい事を示してい
る。最高 11月，最低4月は有意の差
があるが，実測値最高最低の 11月及
月の変動係数に7月及び5月，叉1び，)0 
は有意の差を認めな l¥。血清 Caは 
5.54--7.13%年間 6.29%で，そlの差は
僅少であり，各月間において変動係数
民有意の差を認めない。
mg/dlの聞にある。
第 4章総括並びに者按 
1.季節的変動について
1.変動曲線について
以上同一環境の同一児童を検査対象として私が得
た成績は Ht，血清 Na， K05冬季上昇及び夏季低 
下，血清 Caの夏季上昇(軽度〉及び冬季低下，血
球Kの冬季上昇及び春季低下，夏季上昇及び秋季低
下という傾向であった。その変動の大きさは表 20 
の通り，血球内Kが最も大で 42.3%，以下血清 K， 
Na，Ht，Caの順に小さくなっている。叉白血球数，
好中球の春秋上昇，及び夏季低下，リシパ球の夏季
上昇及び春秋低下，好酸球の増減区々という成績を
得た。 その変動の大きさは表 21の通り好酸球が最
も大きく， 57.6%，以下白血球数，リンパ球，好中
球の順lζ小さくなっている。
2. 変動係数について(表 18，19) 

次に測定した血液諸成分の各月及び年間の変動係

数 (CV)<36) C標準偏差を平均値で割った量。通常百
分率であらわす。これはバラツキの相対的な大きさ
を表わすのは用いる。 CV(%) = (σ/μ) x 100Jを
推計学的に算出し比較検討した(表 18)。 
Ht は 7.69~13.77% 年間 10.02% であり 1 月が最
高(13.77%)，3月最低 (7.69%) で有意の差があ
る。血清 Na は 4.63~18.00%年間 8.00%であり 8

月最高(18.00%)，3月最低 (4.63%)で最高最低は

推計学的に危険率 1%以下で有意の差あり， 8月は

血清 Naの測定値も最低であり，しかもバラツキ最

大であり， Na代謝機能の不安定性を示して居る。

血清 Kは 11.28--22.58%年間 18.32%であり，最高 
電解質中 CVが最小で、ある。
白血球数は 0.18--0.28%年間 0.25%であり各月
変動係数において最高最低は有意の差がある。好酸
球は 56.50--119.13%年間 79.38%であり CVは最も
大きい。最高最低 (2月及び8月〉と実測値最高最
低の 2月及び 11月は有意の差がない。好中球は
23.67--31.88%年間 27.52%である。最高最低月 (4

月及び 11月)は有意の差があるが，実測最高最低

の8月及び 7月比有意の差はない。リンパ球は 19.20

~28.67% 年間 22.83% である。最高最低 (4 月及び
11月》その他の聞に推計学的に有意の差を認めな 
い。即ち変動係数民有意の差を認めるものは Ht，血
清 Na，K，血球 K，白血球数及び好中球であり，そ
の年間変動係数の大きさは好酸球，好中球， リンパ
球，血球 K，血清 K，Ht，血清 Na，Ca，白血球数
の順応小さくなっている。
表 18. 季節的変動係数 (cv)%工
眠同|血清 11 1 血清 
暦月 IN~" I K Ca I IlllJ.KHt 
7.37 
 20.28
1 
 7.13 
 13.77 
 23.49 

一
9.54
2 
 4.78 
 6.33
16.17 
 15.51 

4.63 
 11.28 
 6.06 7.69 
 14.29
3 

8.65
16.29 
 6.43 
 11.13
4 
 5.47 

8.10
11.33 
 6.96
5 
 28.42
8.18 

9.94
15.35
6 
 5.59 
 18.11
5.54 

8.47
15.29 
 6.73 
 21.36
7 
 7.46 

8.0511.53 
 6.02 14.14
8 
18.00 
9.19
15.12 
 6.44 
 20.94
9 
10.02 
12.32
22.58 
 5.54 
 21.59
7.46
10 

11.025.76
5.02 19.34 
 34.85
11 

6.18 
 11.12
17.12 
 30.14
12 
 8.35 

ド I 
年間 1 8.00 18.32 1 6.29 1 10.02 1 20.61 
1. 
I ~.vv I ~~.V~ I v.~~ I~v.v_ J 
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表 19. 季節的変動係数 (cv) % r 表 21. 白血球像の変動の範囲
暦月|白血数総数|好酸球|好中球|リンパ球 
『平均変動域
年間 最高月|最低月I(喜志-Z)1
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
0.28 
0.24 
0.28 
0.28 
0.28 
0.27 
0.28 
0.23 
0.19 
0.18 
0.22 
0.28 
66.13 
119.13 
74.85 
66.88 
64.00 
79.00 
70.91 
56.50 
110.00 
83.03 
60.71 
87.41 
29.89 26.07 
25.17 20.23 
28.94' 25.00 
31.88 28.67 
一
26.86 22.73 
25.39 20.89 
27.06 25.39 
27.37 21.84 
26.55 19.86 
31.55 25.15 
23.67 19.20一
24.66 19.88 
I r I年間 I年間
平均値|実測値|%izzl暦月ltzgi暦月 
(%) 1 1 (%) 
311.-13 I1.17.9001 白血球数 825123.11 + 11訓 8 
好酸球13.3%1 1.9%157.61 +27.31 11 1 -30.31 2 
好中球146.4%1 7.8%116.81 + 6.3! 7 I-10..51 8 
リンパ球148.4%18.4%117.41 + 9.1 8 1 -8.31 4 
変動係数は最大であり，年間の変動の範囲も最も大
きし1。
血液成分の季節的変動については，種々報告され
ているが，一応各種の文献をあげてみる。 
u o id つ “ヮ “Qdq a  つ 臼に円つ 山口可 ， .ヮ “ハEtl m司年 Fhd 円〈口 むd 1)ヘマトクリット値 (Ht): 生体K於いて水分
3. 変動率と変動範囲について(表 20，21) 
次に末梢血液中電解質並びに白血球像の変動率と
変動の範囲は表 20，21の通りである。電解質につい
てみると細胞外成分である Na，Caの変動の範囲
(最高月と最低月の変動率の和)は小さく 12.6%及
び5.0%であり，之に対し細胞内成分の Kの変化は
反対に非常に大きく，血清Kは28.5%，白球内 Kは
42.3%の範囲にも及んでいる。血球容積率の変動範
囲は 12.4%であった。従って変動率は血球 K，血清
K，Na，Ht，血清 Caの順lζ小さくなっている。血
中 Kは前述の変動係数とともに変動率も最大であ
払変動しやすい傾向がうかがわれる。
白血球数及び白血球像について同様に変動の範囲
を検討すると好酸球は非常に大きく 57.6%，次が白
血球数で 23.1%，リンパ球，好中球は夫々 17ム 16.8
%であった。従って変動率は好酸球，白血球数，リ
ンパ球，好中球の順l乙小さくなっている。好酸球は 
表 20. 細胞内外電解質の変動の範囲
(Ht 34.~~1 4.3 I叫十 5.21f1i I- 7.21 7J 
拘 1¥.. 1 
が重要な役割を演じている ζとは周知の事実であ 
り，しかもその水分量は一定したものでなく外環境 ‘ 
の変化に応じて変動することは古くから注目されて
いる。 1920年 Young(37)らは熱帯において血液が稀
釈される事をみている。血液水分の増減を判定する
一指標としての Ht(ヘマトクリット値)の季節的変
動については，わが国においても成人について黒田
，(59)〉，松岡43〉〈(42，渡辺IJ(41)〉，吉不40〉，谷茂岡〈39〈38)く 
田中く65〉，羽尾(67)らの研究があり， いづれも乙の値
が夏季に減少し，冬季l乙増加していることを認めて 
いる。小児に於いても黒田(乳幼児)09九石西(幼
児)C66)は同様な成績をえている。しかし千葉倒〉は乳
児にて血液水分量の夏季減少を報じている。私の成
績は冬季増加及び夏季減少を示した。以上の季節的
変動は血液が夏季において稀釈傾向を示すこと，い
いかえれば水血症，即発汗準備状態にあることを物
語るのである。
2)血清 Na: 成人については吉村ω，Janke(仙，
小林〈45〉，渡辺(18)は何れも冬季に比し夏季の低下を
認め，松本〈46)，鳥居ωは夏季の上昇を認めているが
何れも変動率は小である。小児K於いては児玉(16)が
夏季の上昇を認めている。私の成績は児玉の成績と
は逆に冬季上昇，夏季低下を示している。 
3)血清 K: 成人については外山間〉，松本(46)， 
吉村ω ，原島ω ，武田〈48〉，小林〈45〉，鳥居〈3〉，渡辺 
〉，17〉，堀田〈(14〉，吉矢(9乙於いては李l等，及び小児(18)
児玉(16)の報告があるが程度の差こそあれ何れも夏
季の低下及び冬季の上昇を認めている。唯 Janke 
仙のみは Caと同様夏季の増加を認め， K，Ca比は
年聞を通じて変らないと述べている。私の成績は夏
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季低下，冬季上昇を示している。
4)血球K: 報告は少い，成人について渡辺(8)が 
冬季も夏季も増加し，中間期比減少し，年間2周期
性の変化をすると述べている。粕川(68)は兎につい
ても同様に年間 2周期型の変化をみたと報告してい
る。私の成績も渡辺と同様な傾向を示している。
5)血清Ca: 諸種電解質の中， 古くから研究対
象になっていて先人の報告も多い。夏季減少，及び
冬季上昇を認めているものには吉村ω，田坂〈5〉，吉
利〈49〉，柳沢(50)(兎〉等があり小児lζ於いては栗林(7)
(秋季上昇)，高橋(m，水野〈山，遠城寺〈13〉，菊池山〉，
堀田〈17〉，児玉(16)等がある。逆に夏季 lζ 増加する
〉，48，武田〈46)〉，松本〈(3う鳥居(2というものは原島 
〉，Brockmul1ベJanke(4 er(52)，察〈53 外山(47)であ
〉，14〉，吉矢〈(9ペ李Bakwin(り，小児に於いては 
方(8)(新生児)，井上(54)である。叉変動のないとす
るものには黒田(ベ高原(0)(新生児〉がある。尚夏
季低下或は夏季上昇を認めているものでもその変動
は高度でないようである。私の成績は夏季軽度上昇
を認めた。
6)白血球数: 乙の季節変動について多くの者が
夏季減少及び冬季増加を認めており，しかもこの増
減l乙関係するものは主として好中球であるとしづ。
Hermann(55)，林(5〉，外山〈47〉，松本〈46〉，斎藤(57う
真島〈58〉，松岡〈59〉，志真(60)(春最少)等は成人につ
いて同様報告し，吉矢(14)は小児についても同様に報
告している。堀田 (7)は小児において秋季増加，冬か
ら夏に減少すると述べている。又変動なしとするも
のに Hohn(61)，西JlI(63)(いずれも成人)がある。
私の成績は夏季減少及び冬季増加を示した。
次lζ白血球の各細胞の百分率の季節変動について
文献をあげてみる。
7)好酸球: 夏季増加及び冬季減少を認めている
ものには成人について外山ω川原島(2)があり，小児
については堀田(7)がある。吉矢(14)(小児〉は増減区
々と云い，志真〈旬、 Hohn(61)等は変動がないとして 
いる。私の成績は増減区々の変動を示したが，最高
最低には有意の差を認、めている。 
8)好中球: 白血球数の増減に主として関係する
とみられる好中球の変動は夏季減少及び冬季上昇を
認めているものが多く，成人について Hermann
〉，(57〉，斎藤58〉，真島〈2〉，原島〈47〉，外山〈(46，松本m〈 
松岡〈59〉，片田(家兎)<仙等があり，小児については
吉矢(1のがある。又変動がないとするものに志真(60)， 
Hohn(61)，掘田(7)等がある。私の成績は夏季減少及
び春秋上昇を示している。 
9) リンパ球: 乙の変動は好中球とは逆に夏季増
加，及び冬季減少を認めているものが多い。外山
く47九原島ω，松岡(59〉，片田(家兎)<64)等であり，小
児K於いては吉矢(14)である。逆に冬季増加すると
云うものは志真(60)であり， Hermann (5)は春増加， 
秋減少すると述べ，変動を認めないとするものは
Hohn(61)，松本〈46〉，堀田(小児)0わである。私の成
績は夏季増加及び春秋減少を示した。
以上諸家の成績と私の成績に就いて対比して述べ
たが，乙れらの季節変動の機転或は原因陀ついては
種々の説明が行われている。 ζれら血清電解質の濃
度は血清水分量の増減 K 影響される事は当然であ
る。血液水分量の季節変動としては既述の諸家によ
り成人及び小児に於いて夏季の増加及び冬季の減少
が認められている。吉村(1)は夏季の血清水分の増加
は暑さに対して体表血流の増大を計らんとする体温
調節中枢の働きによって起ったものと思われ，結局
体内水分の増加と流床増加の二つの理由によるとし
ている。又吉村は血清電解質を細胞外電解質と細胞 
内電解質とに分つことによって合理的に説明しよう
としている。即ち細胞外成分である Ca，Na，Clは
血清の水分合有量によって季節的に増減し，その変 
動率は士 10~るまでであり，血清 Na ， Ca，Clの絶対
量は殆んど季節的変化はないと述べている。従って 
ζれらは血液水分量の増減による体温の物理的調節
の季節的変動によって現われたものと解している。
叉 K，Pは細胞内成分であり，これらの変動は細胞
外成分l乙比して著明であると説明している。
黒田ωはMgも細胞内成分である故にその変動が
大きく， Caは細胞外成分であるためその変動が小
さく，ために Caでは人によって具った成績が得ら 
れるのではなかろうかと述べている。尚血清 Caは
血清蛋白量の季節変動と平行するために結合型 Ca
の変動によると考えられていたが，吉村は McLean
& Hastingの Nomogramより Caイオン型も叉
血清 Caの季節変動と平行すると述べている。叉原
島(2)はCa及び Kの変動を自律神経機能の季節変動
から説明している。
尚小児lζ於て血清 Caの冬季低下を認めた Bak-
win(6)はその原因を冬季に於ける紫外線量の減少及
び感染症の頻発に求めている。 
Kについては Selye(仰は種々のストレスによる
警告反応の場合必ず血清中及び尿中のKが増加し， 
Adrenalin又は強い交感神経刺激で肝臓グリコー
-2658ー 千葉医学会雑誌 第 35巻 
ゲン解糖現象と共にKが血中lζ出て血中 図9. 自律神経緊張の季節的変化
K濃度は増加するといっている。 {~jる沼)543ztodfDD0000opD 
状態を考えている。 
Naについては吉村の説によれば夏季の低下が考
制支出陣沖司会憎め後→←突出瓜一砂金
ヨ
吉村(1)は血清Kの季節的変動は基礎代
謝の季節変動l乙一致している，従って細
胞の興奮ひいては細胞膜透過性の変化に
帰し，之は体内産熱調節の季節変動によ
るものであり，広義の体温の化学的調節
に伴って現われたものであると考えてい
る。鳥居〈めはその化学的調節を統制する
ものは甲状腺及び副腎皮質ホJレモン等で
あろうと述べ，冬季の上昇をストレス作
用の現われと解し，冬季lζ於ける副腎皮
質刺激状態即ち下垂体副腎皮質系の活動
T . 
(場主:2安司
(Ca."'~す)..) -(K'tN) 
えられるが，児玉(16)は千葉(69)の夏季血液水分量減
少の成績より夏季増加の傾向を説明している。渡辺
ノ 2 3 4-) 6 7 O q /0 1112・月 
と松岡(59)は述べている。私の成績を原島〈わKなら
い処理すると図 9の如く原島及び吉矢と同様な傾向
を示し，冬季交感神経緊張に傾き，夏季には副交感 
(18)は Na及び Kの季節変動について自己の成績か 神経緊張に傾く成績を得た。ここで興味ある点は血
らKの消長は環境温度と相関する自律神経緊張状態 球Kの変動K一致し， 7月交感神経緊張K傾く曲線
と密接に関係し， Naは副腎皮質機能が強く反映す が得られたことである。
る様I乙I思われ，両者が冬共に増加しでも一向差支え 渡辺(70)等は直接算定法iとより循環好酸球数の季
ないとし，叉Kの年間2周期性変動については副交 節的変動を検索し，尿中 17-ケトステロイドの排世
感神経緊張度はおそらく 1周期型の変動をするが， 量の季節変動と併せ考察して，冬には下垂体副腎皮
交感神経緊張度は年間 2周期性の変動をする事があ 質系をより強く，夏にはより軽く刺激するとの見解
り得るためではなかろうかと説明している。叉血中 を発表し，体液性因子が血液成分の季節変動に関与 
Kは酷暑により急上昇するが，血清Kは血液稀釈の する事を示唆した。
為相殺されると述べている。 以上血液成分の季節変動の機序に関する諸家の有
白血球数の季節的変動について諸家の成績を先に 力なる考え方を述べたが，吉村・鳥居・渡辺・原島
述べたが，林(56)，松岡(59)等はその増減lζ関係する 等各氏の夫々の説で以て単一には満足に説明される
ものは主として好中球であると述べ，冬季に向うに ものではなく，児玉の言う如く自律神経系を始め，
つれて増加する傾向をみとめている。叉白血球の各 下垂体一副腎皮質系その他の内分泌系及び肝機能等
細胞について好中球は有意の変動を示し，夏季に減 が複雑に関与していると考えられるが，中でも特に
少し冬季に増加する。一方リンパ球にも有意の変動 電解質と密接な関係にある下垂体一副腎皮質系が主
がみられるが，その増減は好中球の其れと逆の傾向 役をなしているのではなし1かと思われる。
を示すと述べている。原島ωは白血球百分率の季節 1. 年令的差異について
変動をヒトと動物で観察し，夏季に血清 Ca・好酸 私の得た成績では血球容積率及び血清Kは幼若児
球・リンパ球増多，冬季に血清K・好中球増多を認 程僅かに値低く，有意の差が認められた。
め，理学的薬物学的K検索した自律神経系機能状態 血清 Naは学童前期及び後期は値が略々等しく，
と白血球像の聞に一定の関連を見出して，ヒトの自 幼児期は僅かに低く学童後期との聞に有意性が認め
律神経系は夏季に副交感神経緊張に傾き，冬季に交 られた。血球Kは学童前期及び幼児期は略々等しい
感神経緊張に傾くと結論した。同様な成績は吉矢 値を示し，学童後期と有意の差を認め Tこ。血清 Ca 
(14)によっても報告されている。好中球とリンパ球 は各年令期聞に殆んど差がなく有意性もない。年令
の態度が季節的に相反しているので，白血球の変動 的差異民関しては Ca，P等についての報告は多い
、 lζは単lと血液の稀釈濃縮という単純な変化以外に何 が，他の成分については殆んど見られないようであ
らかの他の因子が関係していることを想像せしめる る。尚季節変動を考慮した測定は殆んど見当らな
第 6号 石橋: 同一環境 lζ於ける小児の血液成分の季節的変動に関する研究 -2659-
い。以下小児期に於ける正常値と共に諸家の成績を
あげてみる。
1)へマトクリット値:血液水分の年令的推移民
ついて千葉等(71)(72)は血液水分量を測定し，新生児
の血液水分濃度は比較的低いが (75.69%) 乙れは
生れた直後絶対飢餓状態にあるためであり，それ以 
後は血液水分は急速に上昇し 2カ月比して最高値
(82.17%)に達してそれ以後満 1才までは略々この
値を維持して変動する。それ以後は漸次低下して成
人値 (79.18%)K達するとのべている。私の成績は 
年令範囲が 3--11才であるが，やはり年長児程 Ht
は大きい傾向を示し有意性がある。
2)血清 Na: 健康小児の年令別φ血疑 Na量に
ついて，阿部(73)は新生児より 14才迄測定し，新生
児が最も高く，その他は殆んど差を認めないと述
ベ，山本等(74)と阿部(75)は瞬帯血より成人迄を測定
し勝帯血は高く， 1才未満は低く，その後年令と共
に柏々上昇すると述べている。 Overman(76)は生後
24時間に増加しその後は年令別の変化はないと報
告している。大村(7り児玉(16)は乳児，幼児，学童 
κ分け報告しているが年令的差異は認められないと
している。その他若生等(78)，Spivek等(79)，Gott-
fried(80)の報告があり，叉成人についτも多数の報
告がみられる。川村山)も各年令群の聞に殆んど差
を認めていない。私の成績も年令的差異を殆んどみ
ない。
3)血清 K: Brenner(聞は新生児(願帯血)，乳
幼児(1--16月)，学童 (6--15才〉における血清K
量の平均値は夫々 19.3，19.34，18.1 mg/dlであり，
性別，年令的差異は少なく略々一定していたと報告
し，阿部(73)は血清K量の平均値は新生児 5.19mEq 
/Lで最も高く，乳児4.78，1 --3年 4.64，3 --6年
4.56，6--9年 4.65，9--14年 4.42mEq/Lと年令の
進むに従い梢々減少の傾向を示すと報告し，大村(7)
は乳児 (4--6月〉平均 4.7，幼児 (3--5才)4.18，学
童 (6--12才)4.05mEq/Lであり，乳児の方が幼
児，学童より高かったと述べている。山本(7ベ阿部 
(75)は新生児期より成人民至る健康人を 9群に分け
て，その予均値は騎帯血で最も高く，以後年令の上
昇と共に僅かずつ下降し， 6--12才では 4.57mEq/ 
Lとなり，幼児期後半以後は甚しい年令的差異を認
めなかったと述べている。叉矢野(83)及び塙(64)は健
康小児の血清Kの平均値として，夫々 4.69，4.2 mEq 
/Lなる値をあげている。小出(85)は新生児騎帯血が
最も高く， 1才未満， 1--2才が之に次ぎ，繭後の年
令間には差異がないと述べている。私の成績も著し
い年令的差異はみていない。 
的血球 K: 焔光光度計により赤血球内 K量を
測定した主な成績としては Overman仰に Etteldorf
〈86)，大村(7)等の成績があるが，新生児期より成人
K至る各年令群の健康人の赤血球内K量を測定した
報告は小出の他民見当らない。 Overmanは新生児 
期より 26月まで， Etteldorfは15月以下の乳児に
ついて述べ，大村は赤血球内 K量の平均値は乳児
(4--6月)73.1，幼児 (3--5才)73.6，学童 (6--12
才)79.4mEq/Lであって， 乳幼児の方が学童より
低かったと報告している。叉 Lans(8川ま成人の平均 
値として 99.2mEq/Lなる値を記載している。以上
の成績では 7月以下の乳児が低い値を示すというの
が多い。小出(8)はそれ以後の年令についても詳細
な報告をし， 1才未満， 1--2才では柏々低い値を示
すが，他の年令群と比較して推計学的に有意の差は
ないと述べている。私の成績では幼児期及び学童前 
期と学童後期との聞に有意の差を認めたが著しいも
のではなかった。 
5)血清 Ca: 年令的差異については近藤〈m，水
野(90)，尾木〈91)，新井〈92〉，井田(93)等の報告がある。 
即ち近藤は乳児期 9.8mg/dl，幼児期 9.7mg/dl，学
童期 9.6mg/dl，小児期平均 9.65 :l:0.65 mg/dl，成
人 9.8mg/dlで年令差はないと報告，水野は僅かに
年令差あり，特lζ2才以下では高値であると述べ， 
尾木はとく僅かながら年令の小さな者程高値である
乙とを認め，新井は 4--8才にやや低いと報じ，井
田は年令差はないとしている。又久保く仰は乳児に
高く，越(95)は大差がなく，堀田(17.)は乳幼児 (1月~
2才)が学童 (6--12才)よりやや高い乙とを認め 
ている。佐藤(96)は各年令各期別聞に有意の差を認 
めていなし、。即ち乳児期 9.84土0.20，幼児前期 9.74
士 0.12，向後期 9.64 :l:0.14，学令前期 9，65 :l:0.14， 
学令後期 9.80士 0.09，成大9.72士 0.35mg/dlであ
る。その他乳児については谷口(97九北村〈98〉，岩JI
〈m，広津山O〉，山田〈叫〉，高橋(11)等の報告があり，
学童期及び思春期については佐久間(102九益富〈103，
有馬(104九柳沢く105)等が報告している。以上の如く人
によって測定値は異っているが，多くは乳児期に高
い傾向がみられる。私の成績では各期間に有意の差
を認めなかった。
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設児童 (3~11 才)の 32 名について，逐月 1 年間測
定した成績を次に述べる。血球容積率については， 
幼児期(3 ~5 才入学童前期待~8 才入学童後期
(9~1l才)を通じて合計 390 回，血清 Na は 371
回，血清Kは352回，血球Kは333回，血清 Caは 
277回，白血球数については合計 369回， 白血球像
は夫々 346回測定を行い，季節的変動及び年令的差
異を検査し次の如き成讃を得た。
1.季節的変動に関して 
① 血球容積率・血清 Na.l(は冬季上昇，夏季
低下の規則的な変動を示す。 
② 血清 Caは夏季上昇，冬期低下の軽度の変動
を示す。以上何れも年間一周期型の変動をする。①
赤血球内Kは冬季上昇，春季低下及び夏季上昇，秋
季低下という二周期型の変動を示す。④ 変動率は
期(10.03 j:0.09 mgjdl)， 学童前期(10.09 j:0.06 
mgjdl)，学童後期(10.03 j:0.06 mgjdl)聞には有
意の差は見られなかった。 
稿を終るに当り常に御懇篤なる御指導御校聞
を賜わりました恩師佐々木教授に衷心より謝意
を表わします。向種々御助言御協力を頂きまし
た吉田講師並びに西宮博士他教室員一同に感謝
します。
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